
令和元年7月29日

新任審判官等研修

審判所の役割･組織

国税不服審判所管理室長

渡辺隆

｜ 国税不服審判所の組織
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|①国税不服審判所とは？ ’

>組織
国税庁の特別の機関
（1970年の国税通則法の改正
により創設）

>機能

国税庁長官の持つ権限から国税に関する法律に基づく処
分についての審査請求に閏する裁決権を分離･独立させ、

蟄鱈雲蒻掲雲蕊霊拝鑿鯉蕊鰡:公
＞目的･使命
適正かつ迅速な手続による裁決を通じて
→審査請求人の正当な権利利益の救済
→税務行政の適正な運営の確保

‘ ’

’②国税不服審判所の体制

慶驫羅鱒奮謹鰯駕:宴､ と灘
＊合議体＝担当審判官十参加審判官(又は副審判官)2名以上
サポートに国税審査官がつく

倉議陸Q議決'三基づき､本部審判所長名での裁決

Ｆ

Ａ

国税不服審判所長や､東京支部､大阪支部の長である首
席国税審判官などの主要な役職に､裁判官や検察官の職
にあった者を任用

涙

国税審判官には､弁護士､税理士､公認会計士などの職
にあった民間の専門家も任用｡合議体を構成する国税審
判官の半数程度(全国で50名程度)が､民間出身。

眠
〆
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’ ’③国税不服審判所の組織

「国税庁－国税局一税務署

税務大学校

<特別の機関＞
PhU

＝車

一■■

国税不服審判所

全国の主要都市に(各国税局の単位毎に)12の支部と7の支所
支部間併任の前例もあり
支部一支所間の事案の移送は､比較的自由｡支部間の移送は限定的。

‘ ’

’’

1 ’④審判所本部の組織

所長

’
帳
ｒ

＜審判部＞＜管理室＞

「

管理室長

.一Tー－一

’

！ 部長審判官

’
‘室長補佐

鑿壽二
管理一係

管理二係

特命担当

審判官

行政救済

分析官
◆､二一二二

総括審判官

審判官

副審判官［ 審査官
L 審査官 5
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臥恋凱号お!ｵる事礁關曼
本部関与の事件区分

I垂分 亜 趣型

5

興溌唾棄鞭銀蝿蕊

1……_…

………j……_…

＜総務係＞

＜会計係＞

＜管理係＞

＜法規審査部門＞ ＜合臘体部門＞
7I
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司本部が関与する零件

重
要
先
鯛
見
込
率
件
奪

本
識
支
振
率
倖

置雲先仔寸

党込事件〈A〉
一楢定撞fA･ ）

廻玖宮窪

窒璽率件《S〉
宍＆を鈴く．

一婚定位'型・〕

本'部↑皇掘

事件〈C〉
宍△･a・を働く。

率遇6顔金

事件くり）
識A・e。C壁働く．

相互審垂

率4牛〈E》
”A・巳・CD

を陣く．

奨宮通連の篝令鋸釈と異なる処理をするもの

窪令の錘示の重要な先鋤となるもの

麹敏の支部に擁霜し－醗一した処唾を露するもの

上妃に埋寸るもの
;』也戴･霊櫓的に桑団先生準たもの
L今 ---- - ﾏ ﾛ F･ ､ ｡ 』 .. _ 今争÷-－一一一

I頚壷璽画が広唾にわたるもの

i丞鰯舞舞と奥なる熟断を錠るも⑫…‐--.-－－ ，－
1稲税逵に願する判例･琿鯉､趨斌の螺鰻実輸と具なる

塁令鱗釈に閲する率遭蕊琴蝋名*1例曽遇硯芒輿蓉垂判厩蓄するも倖
：の
f,｡."･ひ･→0~.op0o●04 .0.■･0,0...･･･.●.･･･､-0.････････････-････｡｡････ひ･･姉･･･ぜ｡0 .0.･舜陰､ﾛ･･･0...0"△ﾜ･･･0.一･ ･････一吋。-今冨･画･････－.･･････-口､｡｡･･･,

j税塗上の甑釈とし．ご民亭淫上の鋳釈と異なった判断老
1錘嬢宙に記載するもの

■ 0‐←③●e③“Gee ｡ ｡ ■ ③■ P 守口00守り③■P｡~③ ■ｬ■ ■ ｡■ $*L ■ C印*旦 ■ 牛■ ■ 0￥b b G ←G ●■ ■ qg4 ■■ 01 ｩ ● 曲 * ■O C■G ■4 eｮLU b争 や▲6 ▲G－G甲二■B－c争G－G■+Pd－Ge寺■旬守q■●や③■舎凸守七G0や*－T 台 C C C ■■ ■C L ■●』 』

その他支遭圃におし､て率召8とのf昼2昼力《必専と車11醗寸名＊‘の

墾分の郷諏?浬扇蜂困鑓‘唾告鰹うもの.……
宰実縄定に困寵性書伴うもの★
*■■■■TユL4■■64△4 0▲一~今一→~0●ー③■→▲号＝ー‐＝一■■‐‐ーー~旬凸■令｡ｰ寺－0■舍凸■凸0G曲■、●Uｩ■■6画■Q缶 甲■■U■O0L U 心0寺■ｰ~●■ｰ●GBローG●－0③■ ●eGG司司g寺P寺OTｩや 6■でr申■C■ ■ ｬ■65曲■ぬ65●U卓■U4a4凸●4■b早①~－0や

難鐸璽襄蓑の記難民鍔嘩鳫律酎妾要するもの…,"…_…"….……一-------、
文部'二おいて．露会が必聾と判摩するもの
③←←③吟一■1 丁■ T■ユニ印一一与凹』ｰ‐a－や▲0一一一や-- 口一▲－▲ 一一▲一③÷令子－－ママ ママ司戸r司 T守■■咽 L▲ L ■P早ユ＆凸－－G－一寺③－+－ 七③ 今③●=－－一一一争舎一一一一碕司一T■■■■－■▲凸 凸 』 牛0

本醜において逢令解訳の娩一の起点から麗全が必嚢主哩めるもの
(＝郎鯛全必鍾亭件）

取狽見込率件 窯『公表杏』『共有者等』『争点外事項』蚕賦く

翠車軍及び大翫は庫闘として実罐対象外
★率実雲走'二困難1生窪伴う取潟見鍋塞特睦睡宝に圭舞認金垂蜂へ

戴決と持趣の

峨一性圭証ろ

事樽処理の錘

一垂を画る

奉部・支部咽

の迩輪超銅審

函る

垂令艇釈等の
雄一《j圭審糞

癌含む》

公妻のBn隻

摘報共有率件(の、 ，
牽A9BoCDEを陣く．

､ 、
抄 上L q

Q , h

社全的醜,、が竃

埋められる率件
&

守一寺■凸－口●二町■ ロー←一一LL ●,｡－今マーq

取燗し〔見込）＝

引驍鐸‘=琴軍割言唾隼．"季御寧…
ー上頭露的租挽回週?搾嘩罎描事鍵霊の諏庵駁9-i… ‐
らている税額が夢亜なもの

<取潤しを求めている晩額10但円唾又は取潤(見込)鋭額1哩円超）
々 D rHq ﾜ ｬ ■ C■ L 小 心芋 ■ 0 申L L4●ら 4L 』 ■ a4 G 心4e G恥争 G G0G七G GG G ①守缶も③■GQ ヤヰOq 1 C h d L ■ ● e40 0G-b ①G G eG■ ｡←③③= ③ ■Gや③■寺｡■gG寺④■寺●令ヱゥ凸寸Oq Pｬq ｬ b1Ⅱｩ1 0

本部において3塁銘が必要と醒めるもの
Ch 0 ｮL ＆ 心 4 G4 g P

本部胸与の必

要性壷見彊え
た慣報の共有

支部所長

(首席審判官）
Ｆ
Ｕ

Ｏ
●

管理課長



(参考）

◆国税不服審判所長

裁決権を有する(通則法第78条､第98条）
但し合謡体の議決に基づいて､裁決(通則法第98条）

個別の審査請求事件の裁決の多くは､支部所長に決裁委任されるが､99条案件､重要事案、
議決と異なる裁決に関する上申等について､自ら決裁する(審判所訓令第1号第4条)。
◆支部所長(＝首席審判官）

各支部の事務を総括する(通則法78条第4項）
◆次席審判官

首席国税審判官を助け､支部の事務を整理する。(審判所組織令第2条）
◆部長審判官

命を受け､国税審判官の行う事務を総括する(審判所事務分掌規則第4条第2項(訓令)）

次席審判官の置かれていない支部の部長審判官は､上記の他､命を受け､支部の事務を
整理する(同規則第4条第3項）

◆国税審判官

審査請求事件に係る事件の調査及び審理を行い､副審判官は､審判官の命を受け､その
事務を整理する。(通則法第79条第2項）

◆法規審査担当

合謡体が行った議決内容の検討､裁決書案の内容の点検及び文書審査等の事務を行う
（審判所事務運営指針）

◆本部国税審判官等

支部における審査請求事件の調査･審理に関する支援､裁決書の質的向上を図るための
検討会の実施､裁決結果の公表に関すること等(事務運営指針）

8

|｜ 審判所事務運営の特色
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Q層判駈鰹事務運営鰯特色 鈴3－．f,寺韻』

*｢審判所事務運営等に関する基本的な考え方」
（平成28年3月版）審判所ポータル掲賊参照

へ
〆 ；_》妾会附帯決謹

審査請求人と処分を行った税務署長等の双方から事実関係や主張を聴き､争
点に主眼を置いた調査･審理を行う。

＞ ％､1本のI “ 98乗4項、通則法94芽

国税不服審判所長が行う審査請求に対する裁決は､それぞれが独立した立場
にある3名以上の国税審判官等(担当審判官及び参加審判官)で構成する合議
体の議決に基づいて行われる。

＞ 、 ･‘ 二拘扉

於

〆 ；は‐ 聖 」断 法1

税務署長等は､裁決の内容を不服として､訴訟提起できない。
裁決は､税務署長等が行った処分より審査請求人にとって不利益になることは
ない。

碁回番埋

冒雷求人雨 ロロ里

-1〃】 Mt
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’ ’③,裁判制度との違い

’
1

”西 一イ
ロ 1

4, 巳F, P LL 4 ● ‐

審理の公開

I
ロ

瀧繊§賎 民懸露訟〔我務溺殻）

非公開

.(但し､一部の裁決について匿名化して
HPで公表）

新制度下では､審理関係人は､閲覧謄
写請求可

｢国税不服審判所長」

繍体の議決に基ついて審判所長が
職権探知主義
(審判官の職権調査権限あり）

不要

誰でも可

上訴不可

対審及び判決は､公開

証拠開示 提出された証拠は自動的に相手方に送
付される

｢裁判所」
担当裁判官の名前が判決に記賊

判断権者

審理 弁論主義
当事者主義

要

原則として弁護士

制限なし

手数料

代理人

原処分庁の
上訴の制限

処理期間

審理の対象

標準処理期間ﾕ年

総額主義(争点主義的運営）

2年(税務訴訟の場合､平均）

総額主義
12

lll特定任期付職員

（国税審判官）
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Q蜻定任期付嘩員②舞扇鋒鍵ﾙ

平成19年7月特定任期付職員(任期3年間)の登用開始

当初4名(税理士出身）

平成22年12月平成23年度税制改正大綱を受け､国税審判官への外

部登用の拡大についての方針と工程表を策定･公表

平成25年7月上記工程表どおり事件を担当する審判官の約半数程度
の50名が外部登用者となる。(現在に至る）

【特定任期付職員の採用状況】 単位:人
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導門な矢I
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目与の特I

員の園家言塁打閉

頚借 謝叉l士司 階

エー、

釦内‘ 苔糎昔|』 0】国
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◆綱紀の厳正な保持

◆公務員倫理法

◆緊急対応事案への対応

◆行政文書･情報の管理

◆マスコミ対応

◆情報公開法･個人情報保護法の開
示請求への対応

18

綱紀の厳正な保持

一般服務関係：

舗鴦藤漏洩､兼業承認慨怠､株式所有報

公務外非行関係：

蕊ﾃ､器物損壊､淫行､痴漢行為､飲酒運転

監督責任関係：

指導監督不適正､非行の隠蔽など

19
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公務員倫理法
"利害関係者

審査請求人(その役員等を含む)、代理人

緊蕊野じ部門の者､不服申立担当､署幹
･利害関係者との禁止行為

供応接待､ゴルフ･旅行など

･利害関係者以外との禁止行為

相当程度を超える供応接待等､つけ回し
･国税庁職員の綱紀の保持に係る指針について

蕊手からの贈答､飲食･旅行･ゴﾙﾌ(箸られる
20

栗＝番査請求．

蚤すおそれの友

案処理の目的

亭の正当な権禾I|
虻の円滑な遂朽

案が発生したら

ﾘな情報収集､白

な事務肌理一酷

益保護､職員の安全確
言妬の確俣篝

1，

7〕
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行政文書･情報の管理
◆行政文書の適切な管理

・訓令(五訓令)の遵守

・行政文書を庁舎外に持ち出す際の手続

◆情報セキュリティ

・情報管理7か条

・ インターネットの適正な利用

◆その他

・ 個人携帯等の官PCへの接続の禁止

･ SNS等(勤務時間中禁止､情報発信は組織へ
の信頼を損なわないように）

22

マスコミ対応

・取材があった場合

・事件が報道された場合

苦情対応

23
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情報公開等への対応

・情報公開法に基づく開示請求

・個人情報保護法に基づく開示請求

24

おわりに

25
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